
休日部活動の段階的な地域移行に係る 保護者アンケート結果
対 象 桐生市立各小・中・義務教育学校

６年生及び生徒の保護者

調 査 日 令和6年10月下旬～11月中旬実施

回答者数 795人

【問】中学校の部活動に所属する（所属予定）目的について
（複数回答可）

お子様が、学校部活動に所属している（所属予定）保護者の
およそ7割が
○友だちや仲間と楽しく活動することを望んでいる。
○体力や技術力の向上を期待している。
○チームワークや協調性等仲間とともに頑張ることや精神面
での成長を期待している。

【問】クラブチーム等学校外で活動している（する予定）目的について
（複数回答可）

お子様が、クラブチーム等学校外で活動している（する予定）保護者
のおよそ5割が、より専門的な指導のもとで活動させ、体力や技術力等
の向上を目指している。
3割の保護者が、学校部活動に、子どものやりたい競技や活動がないた
めと回答している。

・友だち（同学年や異学年）と楽しく活動するため ･･･71％

・体力や技術を向上させるため ･･･70％

・チームワーク・協調性・共感を味わわせたいため ･･･66％

・学校の部活動よりも充実した活動
（専門性のある指導者や施設等）ができるため

多かった回答 多かった回答

･･･59％

・体力や技術を向上させるため ･･･50％

・学校部活動に興味のある競技・活動がない ･･･30％

【問】部活動に関して、保護者の皆さんが課題だと感じること（複数回答可）

多かった回答

・練習や試合等への送迎 ･･･43％

・専門的な指導者（教員）の不足 ･･･37％

・練習や試合等の補助（お茶出し・車出し等の当番） ･･･28％

およそ４割の保護者が
練習や試合等への送迎や専門性のある指導者の不足を課
題と感じている。
また、3割弱の保護者が、練習や試合の際のお茶出しや
車出し等について課題や負担感を感じている。

はじめに アンケート調査にご協力頂きありがとうございました。
本調査結果を踏まえ、桐生市の休日部活動の在り方について協議・検討してまいります。

桐生市立中学校部活動運営の在り方検討委員会



【問】休日の学校部活動が、地域クラブ活動へと移行する際、
不安を感じることは何ですか。（複数回答可）

およそ5割の保護者が、送迎や補助（お茶出し等）による、身体
的・時間的に負担が増えることや指導者としてふさわしい人材を
確保できるのか不安を感じている。
およそ４割の保護者が、月謝等金銭的な負担が増加するのではな
いか不安を感じている。

【問】桐生市における休日部活動の地域移行のイメージ
（２つまで回答可）

・送迎や補助（お茶出し等）による、
身体的・時間的負担の増加

多かった回答 多かった回答

・部活動指導員や外部指導者に指導を依頼し、
学校や近隣の施設等で活動する

【問】休日にお子様を地域クラブで活動させるとしたら、月あたり
どの程度の費用負担が望ましいと思いますか。

・指導者の確保 ･･･46％

・金銭的負担の増加 ･･･41％ 7割の保護者が、部活動指導員や外部指導者に指導を依頼し、お子
様の通う学校や近くの施設等で指導してもらいたいと考えている。

多かった回答

・１ヶ月あたり1,000円～3,000円未満 ･･･
44％

およそ5割の保護者が「1,000円～3,000円未満」が望ましい
と考えている。

【問】休日の地域クラブ活動が学区外の施設等で行われる場合に
おいて、送迎可能ですか。

多かった回答

・送迎できる ･･･20％

・どちらかと言えば送迎できる ･･･52％

およそ7割の保護者が、「送迎できる（どちらかと言えば
送迎できる）」と回答している。

･･･70％

「自由記述欄」にも、教職員や保護者の負担、指導者の質、
運営体制等地域移行に対するたくさんのご意見、ご要望を頂
きました。ありがとうございました。

･･･52％


